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崙鰈

エ スノメソドロジ ー とは何か ？
†

樫村 志郎
＊

　エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ー（ethnomethodo1 〔）gy ）は、

社会的行為 と状況の 自然な秩序性 の 方法的生 成 に

つ い て の 経験的研究で ある、本解説 で は、こ の 研

究分野 の 方法 と慕本的成・果に つ い て の 概略的な 説

明 を試み る 。

　 まず、1．で は エ ス ノ メ ソ ドロ ジ
ー

の 研究対象 と

その 把握 の 特色を説明す る。2．で はそ の セ要な研

究分野 の
一一

つ で あ る会話分析 （conversation 　anal ・

ysis）の 方法 につ い て 説明す る 。 3。で は、1970年代

後半 か ら 発展 した作 業研 究（studies 　of　 wor10 と

よばれ る研究分野 に つ い て概 説す る n4 ．で は、 エ

ス ノメ ソ ドロ ジ ー研究の 実践的意義に つ い て 簡 単

に述 べ る。

　本解説 を通 じて、私 は、エ ス ノ メ ソ ドロ ジー研

究が その 他の 研究 と根本的に 異なる点 を、社会的

行 為 の 細 部 に深 く埋 め 込 まれ た 自然 な秩 序性

（natural 　 orderliness ）の 解明 を め ざす とい う点 に

求め て い る 。

1． 研究対象

　 エ ス ノ メ ソ ドロ ジ
ー

は 、社 会 に生 きる人 々 の 行

為 の 自然な秩 庁：性 の 生 成 に 着目 して 、そ の 方法論

的．
基盤 を解 明 しよ うとす る研究で ある。それは、

1950 年代後 「4 以 来、カ ］Jフ ォ ル ニ ア大学の 複数の

キ ャ ン パ ス を中心 に、Ilaro］d　Garfinkelとその 協

力者 に よ っ て、発展 させ られ て きた。エ ス ノ メ ソ

ドロ ジ
ー

の 語 は、Garfinkelに よる造 語で あ り、

人 々 の （＝ ヒ着 の ）（ethno ）・」，
’
　）

’

去 論 （methodo1 −

ogy ）を意味 して い る。 ［Garfinke11967：p．11

†　Wha 亡is　Ethnomethodt〕k レ暮y7

　 Shiro 　 KASHIMURA
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　 そ の 方法 論的背景は 、現 象学 に よる社会科学 の

．基礎つ
’
け をめ ざ した Alfred　Schutz の 社 会的 世

界 の 構成 II勺現 象 学 ［Schutz　 l967］、お よび Max

Weber ，　 E．　Durkheim ら を中心 とす る 20 世紀 初

期 の ヨ ー ロ ッ
パ 大陸 の 社 会 学 の 総 合 を企 て た

Talcott　Parsons の 社 会 シ ス テ ム 論 ［Parsons

1951］に ある。Garfillkelは、こ れ らの 基礎の うえ

に、社会シ ス テ ム の 基盤 に 関す る実験的 な現象学

的探求 と もい うべ き経験的研究プ ロ グラ ム をうち

た て た の で あ る。 LGarfinke11963 ，　 Garfinke1

1967，　Heritage　I　984」

　Garfinke］ に よれ ば 、社会に 生 きる人 々 は、個 々

に 、あ るい は．共同 して 、また は、専門的 に 、ある

い は 素人 と して 、さ まざ まな活動 を行 っ て い るが 、

それ らを い つ も通 常 の もの と して 行 っ て い る 。

人 々 の 行 う活動は、社会の 同輩たちが普通にお：互

い を観察す る こ とに よ っ て そ の 「通 常の 意味」 を

知 る こ とがで きる と い う性質 をもっ て い る。 こ の

性質の 基盤 に は、社 会の 人々 に 共有 される、⊥ 着

の 、意味 発見の 方法論が ある と い う。「Garfinkel

et　al ．1987，　 Garfinkel＆ Sacks　1986，　 Psathas，

Garfinkel
，　Sacks ＆ Schegloff　l989］

　行為の 通常性 を生 み 出 す．L着 の 方法論 は、社会

秩序 の 生 成 （the　preduction　of 　social 　order ）を行

う。また は 自然な状 況で糸目織 された通 常的活動の

示失丿yli（the　orderliness 　of 　naturally 　organized

ordinary 　activities ）」　［Livingston　1987 ：PP．10−

12コ 略称すれ ば、あ る活動 自身 の 「自然 な秩序性」

を牛 み 出す。 こ の 自然な秩序性が 社会 の 諸活動 の

中で い か に して 八 々 に よっ て 生成 され る か 。こ れ

が エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ー研究 の 基本 間題で あ る。

　行為の 科学 に お い て は、行為 の 「真 の 意昧」は

知 る こ とが で きな い と il張 され る こ とが ある。 し

　 　　 　 　〉 Ol．10　 NO ．a
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か し、こ れは行為の 自然な秩序性 の 生 成 とい う現

象に は あて は まらな い 。通常的 に行わ れ る活動に

は 、自然な説明 叮能性 が ある か ら で あ る。

　 た とえば 、歩 きなが ら会話を して い る際、相手

が あ る光景 を見 て微笑 んだ と しよう。そ の 微笑の

「真の 意味」は私 に は知 りえな い もの で あるか も

しれ な い 。だ が、普通 は私 は微笑を返 すこ とに よ

っ て 、た とえば 「そ の 光景 をと もに楽 しむ」 とい

う行 為を行 うこ とが で きる。 こ の とき、私 は相手

の 微笑 の 意味に 応 じて行為 し、小 さな社 会秩序を

生成 させ て い ると い っ て よ い 。 しか も、その よう

に行為す る と い う仕 方の 中で、 または、そう い う

仕方と して 、私 は、相手の 微笑 の 何 らか の 意味 を

知 っ て い る と い うこ とに なろ う。 私が 知 っ て い る

こ の 意味 は、
一

部 の 行為 の 理 論が 想定す るような

「真の 意味」で は な く、行為 の 「実践的 な」ある

い は 「通常 の 」意味で ある 。 ［Heritage　1984 ：p，

143，Garfinkel＆ Sacks　 1986：p，187
−188．］

　 私た ち は 「その 光景 をと もに 楽 しむ」 ため に、

こ とさらに討議 を した りす る必要はな い し、「意味

を知 る」 とい う言菓の 意味 に つ い て 合意す る必 要

もな い 。実際に 、私 た ち は そ の ような理 論家 の 手

続 きを実行する こ とは ほ とん どな い 。「Garfinkel

1967：p．275］エ ス ノ メ ソ ドロ ジ
ー研究 は、社会秩

序の 理 論的バ ー
ジ ョ ン で は な く、実践的 ない しは

通 常の バ ージ ョ ン を とらえ ようとす るもの だ とい

える。実は 、社会学者 に よる理 論的社会認識 で あ

っ て も、そ れが 社会学 とい う社会的な活動と して

行わ れ る とい う点に着 目する と、それ を 1 つ の 実

践的 な社会秩序生 成活動 と して分析する こ とが で

き る 。 ［Garf至nkel ＆ Sacks　 1986 ：pp ユ65−167．］

　 専門家 の もの で あれ、素人の もの で あれ、社会

的活動 の 自然 な秩 序性の 生成活動 に は、つ ぎの よ

うな特徴 が ある。

　第 1 に 、［
Ll

然な秩 序性 は、理 論的反 省 に基礎づ

け られた体系的 方法で とら え られ る よ り も、人 々

の 日常の 必 要に応 じて 、八 々 自身に よ り、その 場

に応 じて、簡明 な もの と して とらえ られ るもの で

ある c こ の 性質は、言語学上 の 「指標的表現 」に

類 比 して、実 際 的 行 為 や 表 現 の 指 標 性 （index一

1998／2

icality　of　practical　actions ）と よばれ る。才旨標自勺

表現 は、「あれ」とか 「私」の よ うに、同
．一．・

の 語が

使川 の 状況 に 応 じて 異 な っ た、 しか し明確 な意味

をもつ が 、行為 もまた、場面 に応 じて 異な る、 し

か し簡 明 な 意味 を もつ か らで あ る。「Garfinkel

1967：P．7］

　第 2 に、 自然な秩序性 は、頭脳 の 中の操作 で あ

る と い うよりは、た とえば微笑 を返す とい う 「見

え る事象」［Garfinkel　1963：p．19〔〕1と して の 「行

為 を行う こ と」を通 じて とらえ られ る 。 こ の 場合、

行為の 「通 常の 意味」は 、 そ の 行為と と もに行わ

れ る H 常的行為 に よっ て 、そ して その 中で、 と ら

え られて い る 。

　ある行為 の 意味を とらえるの は 、そ の 場 の 外部

に ある知性や 解釈機構で は な くて 、そ の 場 に共 属

する、もう
一

つ の 行為で あ る 。 そ して、こ の 意味

発兄の 現場 に お い て 、自然 な秩序性 を見い 出す行

為 とそれ を見い 出 され る行為 とは 、日常的必要や

社会的規範に よっ て結合 され て い る 。

　 したが っ て、朴会的活動 の 意味探求 に お い て は、

観察行為 とそ の 対象は、ひ とつ の 場 を共 有 し、ま

た依存 しあ っ て い る 。 こ の 性質は 、行為 の 意味解

明 の 「相 互 反 映 性」 （reflexivity ）と よば れ る。

LGarfinkel　 l　967 ：pp．7 −8r

　第 3 に 、こ の ような行為 の 共属性 と相互依存性

の 中か ら、何か を行 うとい う、合理 的 な説明 叮能

性を備えた事態が い か に して か 達成 されて い る。

社会的事態の 合理 性 は 、事態の 自然 な秩序性 の な

か か ら 、
い か に してか 出現 して くる 。 と りわけ、

こ の 出現や達成 は、行為者 自身に よ っ て、ある 単

一の 行為 と して 、 状 況 の コ ン テ ィ ン ジ ェ ン シ ーを

捨象 した もの と して、認識 され うる 。 ［Garfinkel

1967：p．10］こ の 結果、社 会的状況 は、その 内側 か

ら、fi然な 秩序性 を乗 り越 える、「7k 続す る社会」

（immortal　society ）の 秩序 を生み 出す こ とに なる 。

こ の 事態 は、以 ．ヒの 独特の 意味で、「秩序
＊

」（ア ス

タ リス ク が 付 され る）と よ ば れ る こ とが あ る 。

［Garfinkel　1991：p．10］

　以上 の特徴 を ま とめ て 述 べ れば、人 々 の 行為 の

自然な秩序性 は、 日常 の 必 要に応 じて 、日常の 必

3
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要 に応える行為 を通 じて、日常的事態の なか で、

そ して それ を乗 り越 える よ うな仕 方を含み つ つ 、

生 み だ され る もの だ、 とい うこ とにな る。こ れが、

人 々 の 、土着の 方法論 の もつ
一

般的特徴で あ る。

　 エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ー研究は 、人々 の 行為 と い う

対象 を、他の 行為の 科学 と共通 に して い るが 、そ

れ を把握す る仕 方が 異なる。そ こ で、そ の 方法論

fl勺特徴 を、通常の 行為 の 科学 との 対比で あき らか

に して お くこ とが 有益だろ う。

　第 1 に 重 要な こ とは、エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ー研究

は 、他 の 行為 の 科 学が 一般的 に そ う で あ るの と は

異 な り、対 象 の 類 型的記 述や 法 則 的説明 をめ ざす

もの で は ない と い うこ と で あ る。

　 こ こ で、対象の 類型 的記述 とは、対象 をあ る
一

般的類型の 1事例 と して と らえ る記述 をい い 、対

象の 法則的説明 とは、対象の 在 り方をあ る
一般 的

法則に包摂 する こ とに よ っ て 1説明 する こ とを い う

もの とする 。 こ れ らの 記述や説明は、 しば しば観

察者臼身の 実践的関心 、た とえば現状 を改喜 した

り、批判 した り、利用 した りす る関心 に もとつ
ー
い

て お り、類型や法 則 とい う
一

般的概 念を導 入す る

こ とで 対象 に特定の 秩序性 を与える活動で ある。

た とえば、会話者が微．笑 を交 しあうとい う行為が

あ る理想 的 な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン の モ デ ル に て ら

して 欠陥が ある行為だ とみ なされ る 多 くの 場合に

は 、観察者 の 側 に 、そ の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 在

り方を改善 した り、批判 した り、計画化 した りす

る とい う関心 が あるで あろ う。

　だ が、こ の こ とは対 象の n 然 な秩序件 をお お い

か くして しま う結果 をもた らす 。 したが っ て、エ

ス ノ メ ソ ドロ ジ ー研究 に お い て は、対象 に対 して

実践的に 働 きか けようとす る関心 を取 り去 っ て対

象 を解明す る こ とが 勧 め られ る。

　第 2 に 、エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ー研究は、対象の
．・

般的概 念に よる解明 の か わ りに 、「自然な秩序性」

の 現場に お け る 「牛産」の 過程、ない しそ の 「方

法」 に よる解明 をめ ざす もの で ある。

　 エ ス ノ メ ソ ドロ ジ
ー

の 観点か らは、社会 の t
’
1然

な秩序性 は、入 々 が 、状 況 の コ ン テ ィ ン ジ ェ ン ト

な特徴 を利用 しつ つ 、共 同 して、達成す る もの と

4

み な され る。こ れ まで の 行為の 科学 は、状況の 生

成 され た秩序の 存在 を前提 し、また 自らの 研究の

中で 実践的に 利用 して きた が 、それを研究の 対象

とす るこ とに は失敗 して きた。こ れに対 して、エ

ス ノ メ ソ ドロ ジ ー
研 究で は、人 々 が、状 況 の 利 用

可 能な特徴 をど の よ うに発 見 し、組織 し、活 用 し、

相 ：々に説明 しあい 、ある合理 的な 意味が 認 め られ

る事態を編成 して い ．くか 、が 問わ れるの で ある。

　 エ ス ノ メ ソ ドロ ジ
ー
研究 を導 く主要な方法論的

指針 は以上 の もの で ある 。 現 象へ の 実践的関 わ り

の 回 避 は、エ ス ノ メ ソ ド ロ ジ
ー

的 無 関 心 （eth −

nolnethodological 　indifference）［Garfinkel　＆

Sacks　 1981］と よばれ 、現 象の 固有 の 方法 的生 成

へ の 関心 は、固有適合性の 要請（unique 　adequacy

requirement ）と よばれ る。［Garfinkel＆ Wieder

l992：p．】82！

2．会話分析

　 会話分析 は、 H 常会話 と い う現 象に エ ス ノ メ ソ

ドロ ジーの 観点か ら接近 しようとする研究分野で

ある。会話分析 は、Garf｛nkel の 共同研究者 の
一．・人

で あ っ た Harvey 　 Sacks を中心 とす る
一群 の 研

究者 に よ一．
・ て 、1960 年代か ら 70 年代を通 じて 発

展 して きた 。 現在で は、会話分析は、 日常会話 に

対す る有効な接近法 と して 、言語学、社会学、心

理学、教育学、認知科学な ど と交流 し、重 な りあ

う分野 として確立 され て きた 。 そ こ で は、家庭や

友 人 関係で 行わ れ る 日常的会 話ば か りで な く、医

療や 法、教育な ど の 公式 的場 面で 行われ る会話 も

対象に な る 。 会話分析 は こ れ まで の と こ ろ 、エ ス

ノメ ソ ドロ ジーの 研究プ ロ グ ラ ム と して は もっ と

も成功 し て い る もの の ひ と つ と い え る 。 「Heri−

tage　l984，　Heritage　1987］

　 われわれは、ご く普通の H 常的な会話 に よっ て 、

近況、苫情、依頼、そ の 他の 日常的の 意味を伝達

し、共有 した りして い る。また、会話は、法廷尋

問、医師 の 診察、政治家 の 討 論な どの 専門的場面

にお い て も利用 され て い る。広 く発話 の 社会的組

織 を考えれ ば、こ れ ら の 他 に も、演説 、講演、儀

　　　　　＞QL10 　No ．1
N 工工
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エ ス ノ メ ソ ド ロ ジーとは 何か 〜

式な どが 存在する こ と が わ か る。［Sacks ，
　Scheg −

10ff＆ Jefferson　1974］

　 こ れ らは い ずれ も、人 a が 日常的 に 、あ るい は、

職業的場面の なか で 、繰 り返 し行 うこ とで あ っ て 、

自然な秩序性 の 例 とな っ て い る。 エ ス ノ メ ソ ドロ

ジーの プ ロ グラ ム を適用 する こ とで、会話分析 は、

社会的状況 の なか で の 発話が 達成する自然な秩序

性の 方法論的解明 を行お うとす る．こ こ で は、会

話 分析の 方法 を詳 しく紹 介する こ と （参照、L樫村

1996］）は 不
．
Ltl
』
能で あ る の で 、その 基 本的 な方法論

的姿勢に つ い て 、簡単に と りあげ る に とどめ る。

　 第 1 に、会話分析 は、想像 された 会話や 創作 さ

れた会話で は な く、現実 の 会 話を対 象 とす る。こ

れ は、現 実 の 会話 だ けが 、会話 者の 自然 な秩 序性

の 形 成 を表わ して い るか ら で あ る。想 像され た 会

話や 創作 され た会話は 、想像や ．E演 と い っ た現 実

の 秩序性 との 闘連 は あるに して も、その 会話の 自

然 な秩 序i生との 緊密な結合に 欠けて い るか らで あ

る。

　第 2 に、会話分析は、会話の
一
般理 論的モ デ ル

を前提 に した研究で はな く、個 々 の 現実の 会話の

詳細が い か に して 、その 同 じ会話の 過程の 中か ら、

会 話者に確認 V∫能な仕方で 、固有の 秩序 をもつ も

の と して 立ち現 われて くる か を理解 しようとす る

研究で ある 。 1、で示 唆 して お い た よ うに、実践的

共 同行為に 関 わる人々 に とっ て は、会話の 理論的

モ デ ル を知 るこ とは可能で もな い し、必 要で もな

い か らで あ る。

　 第 3 に 、会話者が 会話 の 展 開の 中か ら、会話 に

固有の 具体的秩序 を形成 して い くた め に 、会話者

が い つ で も利用 で きる方法が い くつ か ある 。 もっ

とも重要な丁・が か りは、会話 そ の もの の 構戒 部分

で あ る、発 話、発 話 の相 対的 タイ ミ ン グ、発話の

型に つ い て の 知識 、その 他会話者 自身の 特性 など

に 見 い 出 され る 。

　 つ ぎに 、短 い 会話 の 断片 俵 1）を用 い て 、会話の

自然 な秩序性が 、い か に観察で きる か を見る こ と

に しよう。

　 こ こ に掲 げる の は、1995 年 ユ月 17 日に阪神 ・淡

路地 方を中心 に お きた大地震 の 当日に テ レ ビ番組

1998／2

厂
0

で 放映された電話取材の や りと りで ある。

　なお、表 1 で は、上 下 に並 ん だ 鬥 は そ こ に 書

か れ た 発話 の 重 な りの 開始、「： ： ：］は 音の 引 き

伸 ば し、「？」は ト．．昇イン トネーシ ョ ン 、「．、」は下降

イン トネーシ ョ ン 、「一」 は 語の い い さ し、「、」 は

平坦 な イン トネー
シ ョ ン 、「hh 」は吸 い 込む息 を示

す記号 で ある 。

　　 表 1 震災 イ ン タ ビ ュ
ー（1995．L17 ）

1　A ： どうゆ うゆ れ で したあ
＊

： ： ： ： ：？

2　B ：　 　 　　 　 　 　 　　 曳 P

3　A ； ど ん な ゆ れ だ っ た ん で し ょ うか。

4　B ： ど う一　ど な い して え え ん か もう、

5　　 hh 　ち ょ う ど シ 車llhl； ： ：　 あの ： ：

6　　　 シ ュ プ ール 号 が 到着 して ね ： ： ： ： ：

7A ：は い 、

8B ：車 内点検 して お っ た もん だ か ら
＊

自分は

9A ：　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
＊

は い

表 1 の 第 1 行は、会話者 に と っ て 確認 可能な什 方

で 「質問」を行 っ て い る と い うこ とが で きる。 し

か し第 2 行 の B の 発話 は 、第 1行 の 発活 に 対 し

て 、何 事か を行 っ て い る発話 で あ る 。
こ の 発話

（「え？」）は、会話者 に と っ て と もに 確 認 叮能な仕 丿∫

で 、第 1 行 の 発話を主題 と し て と りあげ、その 発

話の 理解 に トラブ ル が あ る こ とを、
「．
セ張 して い る

とい える。しか し、同時に 第 2行 の 発話 は、第 1行

の 発話が B に 向け られ た もの で ある とい う B の

理 解 を表示 す る もの で もあ る 。 こ うして 、第 1 に

気つ
ー
か れ る こ とは、会話 に お い て は、

一
つ の 発話

は つ ね に それ ま で の 会話の 状態や発 話へ の 理 解 を

表 示 して い る と い うこ と で あ る．

　そう して 、こ の こ とは、第 3行 の A の 待徴 ある

発話．つ ま り、第 1 行 の 質問の 確認 可 能 な仕方で

の 言 い 換 えを引 き出 して い る 。 そ の 反 面で 同時 に、

第 3 行 の 発話は、B の 第 2 行の 発話が 表 示 して い

る A の 第 1行 の 発話 へ の B の 理 解に 対す る、A

の 理解 を表示する もの で ある 。 これ らの 結果 と し

て、第 4−6 行 と第 8 行で B は ゆれに つ い て の 語 り

を始め 、A は 「は い 」 とい う短 い 発話 をは さむ こ

とで 、B の 語 りを促 して い く。 以上の 観 察が 示 し

5
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て い る こ と は 、

一
つ
一

つ の 発話 に よる先行する会

話 の 理 鰍 よ 会話 の 進行 の
一

部で あ りつ つ 、その

進行 を制御す る仕紺 だ と い うこ とで ある。

　以上 の 簡単な考察は、私 たちが行 う会話 が 、つ

ぎの ような性質を もつ こ とを示唆 して い る 。 ［樫村

1996 ：pp．149　ff．］

　第 1 に、会話 は、
一一・

つ
一

つ の 発話が 行われ る度

に、それ まで の 会 話 の 意味 が 、その 発話の確 認可

能な詳細 と して、主 張 され る とい う、発展的な様

相 をもつ
。 会話 は、

一
句
一

句が 発せ られる度に 、

その 時点で、それ まで の 会話 の 在 り方が、変容 し

て い くもの で ある と い え る 。 上 の 会話 の 場 合に は、

そ れ は次 第に イン タビ ュ
ーと して構成 され て い っ

て い る。

　第 2 に、会話にお ける発話は、会話が い つ で も

発展的 な開 か れた様相の もとに ある こ とへ の 考慮

に よ っ て 、計画 され た構造 を も っ て 生 み 出され る 。

会話 の 発展的様相 を実現す る の は、他 の 会話者 の

発話で あ るか ら、
一

つ の 発話は、ある仕 方で つ ぎ

の 発話 を生み 出す ような仕方で組み 立 て られて い

る。

　こ れ は 、 た とえば 、 A に よ る質問の 言 い 換 え の

や り方に表わ されて い る。 第 2 行の 発話は B の側

の聴取 に何 らか の トラブ ル が あ るこ とを主張 して

お り、A の 引 き続 く言 い 換 えは、確認 ・∫能な什方

で 、よ り 1寧 で 慎重 な形式 へ と変化 して い る。 こ

れは、A が先行 して い る B の 発話 を、自己の 引 き

続 く発話 の 生産 の た め の 手が か り と しつ っ 、 っ ぎ

に 来 る べ き B の 発話 を望 ま し い 形 （質問 へ の 回

答）へ と誘導 し ようとす る 考慮 を、確 認可 能 な形

で 、表現 する もの で ある。

　第 3 に、会話 にお け る発 話 が、他 の 会話者 の 発

話 の 生産 に結合 されて お り、その 意味 で 、他者の

発話の 意味 を構成 しつ つ 発 兄する もの で ある こ と

は 、 会話 の ご く通 常の 様相で あ る 。
こ の よ うな様

相 を は らみ つ つ
、 会 話者 は、互 い の 発話 の 意味 を、

つ ぎの 発話 に よ っ て 解 明 しつ つ 、そ の ような コ ン

テ ィ ン ジ ェ ン シ
ー

か ら 臼立 した意味を もつ 相互 行

為 と して 、地震 の ゆ れ と い う事実 を解 明す るイン

タ ビ ュ
ーと い う場面 を生成 して い る。
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　周知の ように、会話 の 多様性 は 、
こ れ まで も人

類学、言語 学 、 社会学、 心 理学 、 哲学 な ど多 くの

分 野 で注 目され て きた 。 しか し、こ れ らの 研 究分

野にお い て は、会話 は、民族、言語、社会、心、

知性 など を理解す る とい う関心 の もとで研究 され

て きた にすぎな い 。エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ー研究の 一・

分野 と して の 会 話分析 は、会話その もの が 、人 々

が 共に あ る特 定の 方法 を用 い て実現 す る、ある特

殊 な自然 の秩序の 在 り方で ある こ とを明 らか に し

ようとす る点 に独 自性が ある 。 ［Sacks　1992，　 At−

kinson＆ Ileritage　1984：p．1］

3．作業研究

　身体や道具や記号の 使用 は、 多か れ少なか れ、

専門化 され た知 識 と能力の 成立 を促 すこ とが 多い
。

しか し、会話 の 自然な秩序性 が既 存の 研究 に よっ

て 見逃 されて きた と同 じく、通 常の 社 会学そ の 他

の 専門職研究や職業研究 に お い ては 、職業を構成

す る作業それ 自体 の 秩序ある在 り方が 見 逃 されて

きた 。 こ うした文 化的対象を使用す る行為 を中心

にす る状況の 研究は 、専門的知識や専門的能 力の

在 り方 を、その 使用の 現場 にお い て、解明す る こ

とをめ ざすこ とにな る。こ の 研究領域 は 、1980 年

代 に、科学研究 を中心 に して い くつ か の 成果が 公

表 され、「作業研究 （stud ｛es 　 of 　 work ）」 と よばれ

る よ うに な っ た。［Garfinkel（ed ．）1986 ：p．vii」

　1．に お い て は、私 た ち の 自然 な秩序性 の 流れ の

中か ら、社会的 な合理 性 に 裏付 けられ た事態が い

か に して か 発生 し て くる こ と に 注 意を促 して お い

た ．2，で と りあげた 会話分 析は、日常的 な場面や

制度的 な場面で 行わ れ る会話が 、社会的な合理性

を含む事態の 成立 に と っ て 基礎的な重要性 をもつ

こ とを明 らか に した と い える 。 作業研 究は 、 こ の

発想 を押 し進め て 、自然な秩序性 を生 み 出す ため

の 資源 は、会話 とい う形式 をもつ 発話の 交換組織

に は限 られ な い と考え る もの だ とい え る 。

　作業研究は、人 々 の 行為 を自然 に 説明可能 な も

の に して い るもの が 、発話の 調整 の ほ か に も存在

す ると い う考 えか ら行われ る。それ らは、視 線そ

　　　　　 VoL10　 No．1
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の 他 の 身体、物質的道具 あるい は記号的概念 の 使

用 な どで ある。［樫村 1994］

　た とえば 、会 話分析と重な りあう研究関心 の も

とで 、視線 の 重要性 は比較 的 甲・くか ら研究 されて

きた ［Goodwin 　19811。また 、法的概念の 使用 に つ

い て も早 い 時期 に 研 究が 行わ れて きた ［Sudnow

1965，Pollner　 1979］。 演奏の 場合 に は、楽器 と い

う道具、音に つ い て の 聴覚 、 音楽の 記号的概念お

よび 身体 の 動作が 重要 で あ る と考え られ た ［Sud−

now 　1978］。 実験科学や数学の 場合 に は、道具 、

お よび記号、身体が 、独特 に編成 され る必要が あ

る［Garfinkel，　Lynch ＆ Livingston　1981，Lynch

1985，Livingston　1986，　 Lynch　1991］。こ の ほ

か 、最近 の 作業研究 の 論文集は、社会学、法的 規

制、神秘 学、記 号使用 など に 含 まれ る作業 を と り

あげ て い る ［Garfinkel（ed ．） 1986］。 そ の 中で は 、

ス ポー
ツ や武 芸 とい う行為の 自然な秩序性 に は 、

身体の 動作が より重 要な役割 を果た すこ とな ど も

示 唆されて い る ［Girton　 l986］。

　 自然な秩序性 の さ まざ まな媒体 は、具体 的場面

に お い て は、同時並行 に作用 して い る場合 もあれ

ば、一
つ な い しい くつ か の もの が 主要 に作 用 して

い る場合 もある と考 えられる。エ ス ノ メ ソ ドロ ジ

ーの 研究領域の
一

つ と して の 作 業研究 は、こ う し

た文化的存在の さまざまな編成 を含む よ うな、自

然 な秩序性の 研究で ある。そ の 焦点 とな る問題は 、

文化的存在 そ の もの で は な く、それ らを用 い 、経

験 しつ つ 、何事か を実現 して い く、状 況の 臼然的

秩序性 の 在 り方が い か な る もの で あるか と い うこ

とで ある。［Garfinke1，　 Lynch　＆ 　Livingston

l981：p．137］

　
一

つ の 研究か ら引 用す る こ と で 、こ の 自然 な秩

序性 の 在 り方 を観 察 して み よ う。 こ れ は 、ジ ャ ズ

ピ ア ノ の ア ドリブ とい う作業の 一部 と し て の 指の

移行 が 、鍵盤 と い う道 具 、手 と い う身体部分 、聴

覚、音楽的概念の 間の 、調整 され た流れで ある こ

と の 報告で あ る 。 引用 中の ［］の なか は私の 補 充で

あ る 。

「［ア ド リブ の なか で ］あ る 長三 和音 を弾 く と い う活

7

動 の 経過の 中に あっ て 、そ の 長 三 和音 の 構成音 の 確 実

な場所 を私 が 知 っ て い る と い う こ と は、つ ま り、そ の

構成音 へ と私 の 演奏 が 向 け ら れ る こ とが で きる と い

う こ とは、私が そ こ に行 くた め の 方法 、私 が その 音を

弾 くた め に そ こ に 行 くた め の 確実 な方法 を身 に つ け

て い る と い うこ と な の だ 。弾 く と い う観 点 か らい う

と、そ の 音 の 音色を知 っ て い るとい うこ とは、本質的

に 移動可能 な鍵 と鍵 をつ な ぐ道 が 匚鍵盤 と于 の 関係 と

して1あ り、そ して 私が は っ き り と し た場所へ の 意図

をもつ こ とが で きる こ と の
一部なの で ある。もし私 が

あ る音色を予期 し、鍵盤 の 上 方に 向 か い 、『道 を
一
辿 る

．一
手

一
の
一
中の

一
指』をそ の Fi的地 に 運ん で い くな らば 、

私は、場所をきちん と把握 しなが ら、こ の 意 図を、［私

の 身体 の 各部 の ］う まく調整 され た 結果 と し て 生 成 す

る こ とに な る。しか し、同時に、ジ ャ ズ の ア ド リブ に

お い て は、私 は、私 自身の 予 が い ま ど の よ う に 置 か れ

て い る か と独 、ヒに、あ る 音色 を企 図す る と い う こ と は

起 こ ら ない 。そうで は な くて 、私は 、確か な 音色をも

つ い くつ か の 場所 か ら成 り立 つ 道 の 上 を選 ん で動 く

の で あ る 。 そ の 道は、手 が 知 っ て い
』
る道 で あ り、T・は

こ の 道 に よ っ て 鍵盤 の ．E を移動す る とい う本質的な

能 力を しっ か り と身に つ け て い るの で あ る。」（Sud−

now 　1978 ：p ，73）

　 こ の 研究は、普者が ピ ア ノ の ア ドリブ．の レ ッ ス

ン を数年 に わた っ て受 け る中で 、手 、鍵 盤 、聴覚、

そ の 他 の 身体 の 部分 が、調整 された 全体性 へ と変

化 して い くあ りさ ま を詳細 に 分 析 した もの で あ る 。

　引用の 部分 で は 、ジ ャ ズ ピ ア ノ を弾 くと い う行

為 が 、そ の 経過 の 中か ら記述 され ようと して い る。

そ こ で は、演奏の 中で つ ぎの 音 を把握 し意図する

と い うこ とか 、演奏する手 と鍵盤の 間に ある親密

な関係性 が あ る こ とを基盤 と して 、は じめ て可能

に な る ような もの で ある と示 唆 され て い る 。

　音 を意 図す るこ との 基盤 に な っ て い るそ の よ う

な関係性 は、T一の 形 と して 観察可能な存在 で ある 。

それ は、物質的で身体的な具体的な鍵盤 の 上 の 手

と い う存在 と して あ り、そ こ に しか な い もの で あ

る 。 著者 は、ピ ア ノ の 上 に カ メ ラを設置 して 手 の

形 を撮影 し、研究の
一

部と して 提 示 して い るが 、
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演奏す る特定の 丁・の さまざまな形は 、 型 の た め の

型 で は な く、また、何か 別の 場所 に ある本質的な

もの の 代替物で もな く、演奏行為の 現場 に あ っ て、

演奏活動 を可能 に して い る、身体的で 日常的 な知

識 そ の もの の 具体件 なの で ある。

4．実践的帰結

　 本解 説で は、エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ー研究が 、自然

な秩 序性を対象 と し、そ の 方法的生成 を解 明 しよ

うとす る経験的 な研究で あると して 、その ilt か ら、

会 話分析 と作業研 究 と い う主要な 2 つ の 領域 を選

ん で 述 べ て きた 。 最 後に 、エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ーを

研究す る こ との 実践 的意義 に つ い て 簡単に ふ れ よ

つ 。

　 1．に述 べ た よ うに 、エ ス ノ メ ソ ドロ ジー
は、社

会 の 秩序の 成 り立 ち に基本的 な関心 を もつ た め に、

そ の 秩序 に 対 して 直接 に 実践的 に 関わ りあ う こ と

を回避
．
しよう とする傾向が あ る。そ の ため に 、実

践 的目標 を もた ない とか、それを隠蔽 して い る と

批判 され る こ とが ある。 また、現 象 の 固有 の 構造

に 関心 を集中す るた め に、知見 を理 論的 ある い は

実践 的 に
一般化 す るこ と も避 け る傾向 が強 い 。ま

た 、研究 の 対象が、会話や 行為 の 細部 に 限 定 され

るこ とが 多 い た め に 、知 見の 適用可能性が 著 し く

狭 い の で は な い か と疑われ るこ と もあ る。

　私見 で は、エ ス ノ メ ソ ドロ ジ
ー研究 の 実践 的意

義は 、少な くと も 3 つ あ る。［樫村 1997 ：pp．110−

113］

　 第 1 は、成功 した エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ー研究は 、

社 会現 象 の 生 成 の た め の
一
ヒ着 の 方法 論 を明 らか に

す るが 、 こ の ような知 見は、研 究対 象で ある現象

が い か に して実現 され う るの か に つ い て の 手が か

りを与・え る 。

　 こ の ような観 点 か らの 理 解 は、一般理 論的理解

とは異 なる仕方で 、現象の 「深 い 理 解」を
’j一え る

と思われ る 。 言 い か えれ ば、それ は、社会 の メ ン

バ ー
の 認識 lr亅

’
能 なプ ラ ク テ ィ ス に よっ て支 えられ

た複合的現 象として の 理 解 を与え る 。

　第 2 に、エ ス ノメ ソ ドロ ジ ー研究の 対象は微視

的現象で あ るか もしれ な い が、そ れ は 高度に 反 復

され る、 きわめ て 通例的な現 象で あ るか ら、知 兄

の 妥当す る外延 は案 外広 い と思 わ れ る 。

　 エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ーは、異常 な現象 をと りあげ

る場合で も、それが 通例的な秩序 と して達成 され

る とい う側面 に 凵 をむ けて い こ うとす る。会話 に

せ よ、職業的作業に せ よ、エ ス ノ メ ソ ドロ ジ
ー

の

と りあげる現 象は、ど こ に で もある、ご く普通 の

現象で あ り、通常の 科学の よ うに 、発見 の ため に

帰納 論理 に依存す る こ と は な い 。そ れ は 、通 常性

や
L

｝
ろ常性、

．
要す る に 秩 序性 を達成する．ヒで の エ キ

ス パ ー
ト と し て の 通 常人 の 能力や 知識 の 研究 と い

える． こ れ らの 能力や 知
．
識 の 作用 は、つ ねに 秩 序

性 を作 り出す こ と に あ る 。

　 第 3 に 、エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ーは 多種 多様な現象

を と りあげるが 、そ れ らは、社 会秩序 の 通例的様

相 と して の 共通性が あ る。

　 しば しば、新 しい 権利が 卞張 された り、隠れた

被害が 発見 され た りす る場合に は、社 会秩序の 通

例性 が、そ の よ うな
．
†張 や 発見 の 障害 とな っ て い

る こ とが あ る 。 社会秩序が 存在 しなけ れば 困 っ た

こ と に な るだ ろ うが 、そ の 反 面で 、 どの ような秩

序 も抑圧的 に も作用す る可能性 をもっ て い る。実

際、わが 国で は、エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ー
の 観点か ら

の 社会的差別 の 研 究 などが 一早 くか ら行 われ て い る

が 、エ ス ノ メ ソ ドロ ジ ー研究は 、社会 の 通 常性 の

装い をま と っ た不平等や不 正に 対 して 、素朴な評

価 的議論 を行 う の で はな く、事実に もと つ く批 判

を提示 す る こ とに寄 ワで きる と考え られ る。
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